








研究の概要:

(1) 1996 年度小学 1 年生及ぴ中学 3 年生のコホート研究: 1996 年度小学 1 年生全員 187

人に対し,生活質問票調査,身体調査を実施した。また中学 3 年生 239 人に対し,生活質問

票調査,身体調査,血液検査を実施した。肥満度を測定すると小学 1年生か r中・高度肥満

児が見られており,小学校からの生活指導が望まれる。

(2) 1992 年度小学 3年生の追跡調査: 1992 年度小学 3年生時に生活質問票調査,身体調査,

血液検査を受けた集団に対し,1995 年度(小学 6 年生)同種の調査を行い,個人照合し,検査

結果を解析した。1992 年度と 1995 年度で肥満度 20%以上の児の肥満度を比較した。それ

によると,小学 3 年生時及ぴ 6 年生時の両年次とも肥満児であった児の肥満度は, 小学 3

年生時または小学 6 年生時のみ肥満児であった児の肥満度より明らかに大きく,肥満度が

大きい児が肥満児であり続けることを示した。

(3) 小学校での保護指導の調査:調査地区の全小学校 13 校の養護教諭に対し,保健指導の

実施状況調査を実施した。実施されている保健指導で多かったのは,保護者向け保健指導

資料の作成,生徒の個人指導であった。保健指導資料の作成は月 1～2回の頻度であった。

また, 1 年間に個人指導した生徒数は 1～30 人であった。生徒の保護者に対する成人病予

防教育として,小学校で作成する保護者向け保健指導資料は価値が高いと思われる。


